
 調査結果のポイント 

１． コメの購入についての意識 

・ コメの価格上昇に対する考え方は、「納得できない」の回答割合が 55.9％と過半数を占めたが、前回

（25年４月、以下同じ）調査に比べ 13.0ポイント低下した 

・  コメの価格上昇について、納得している理由は、「コメは主食として欠かせないから」と「コメの生

産コストが上昇しているから」がいずれも５割を超えた 

・  コメの購入に当たり重視していることは、「価格」が 69.5％と最多、「価格」「精米時期」は前回調査

に比べ５ポイント以上上昇した 

 

・  今後のコメの購入意向は、「コメの価格に関わらず、購入量は変わらない」が引き続き過半を占めた 

２． 年末年始の宿泊を伴う旅行の動向について 

・ 今年の年末年始に宿泊を伴う「旅行をする予定がない」の回答割合が 69.3％と最多となり、旅行意

向のある人は 23.8％にとどまった 

・ 宿泊を伴う旅行の行き先は、「長野県内」が 36.1％で最多となった 

・ 今後１年間の旅行への支出について、「分からない、未定」が 42.4％と最多となったが、「前年と同

じくらいの支出としたい」は 33.4％となった 

・ 旅行先を選ぶ理由は、「観光・レジャー施設など行ってみたい場所があるから」が 33.9％となり、

次いで「旅行費用が手ごろだから」が 25.0％などとなった 

➢ コメの価格上昇は「納得できない」の回答割合が、依然として過半を占めているが、前回調査と比べ

て 13.0 ポイント低下している。こうした背景には、継続的な物価高や生産コスト上昇に対する消費

者の理解が進んでいることがあるとみられる。 

➢ 年末年始に旅行意向がある回答割合は 23.8％で、年代別には若年層ほど高い傾向がある。行き先は

長野県内が最多で近場志向が強い。旅行しない理由は、「家でゆっくり」が過半数を占め、混雑や

費用負担も背景にあるとみられる。旅行先選びでは「行ってみたい場所」が約３割を占めた。 

＜お問い合わせ先＞              

一般財団法人 長野経済研究所 電話：026-224-0501 

  担当：調査部 主任研究員 中林 武 

     

   

 

 

 

 

 

 

本調査は、県内の消費動向や消費者意識を把握するため、県内 1,000 世帯を対象に、３カ月ごとに実施している。 

 

消費動向調査結果（2025年 10月調査） 

コメの価格上昇に「納得できない」割合は 55.9％と、前回調査に比べ 13.0ポイント低下 

 2025年 12月５日 

 

一  般 

財団法人 長野経済研究所 NEWS RELEASE 
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※四捨五入の関係で、合計が 100％にならない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「消費動向調査」アンケート実施概要 
 

調査時期： 2025年 10月上旬～中旬 
 

調査対象： 長野県内在住の 1,000世帯 
 

回答属性： 単独世帯 241世帯 
        二人以上世帯 759世帯 
 

性 別 男性 50.0 ％ 女性 50.0 ％ 
年齢別 
 

20代 4.3 ％ 
30代 11.0 ％ 
40代 20.9 ％ 
50代 23.1 ％ 
60代 21.4 ％ 
70代以上 19.3 ％ 

                
調査方法： インターネット調査 
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影響はなく気にし

ていない

10.4

10.8

納得して受け入れている

33.7

20.3

納得できないが、やむを得ず受け入れている

43.8

51.2

許容できない

12.1

17.7

25年10月

(n=1,000)

25年4月

(n=1,000)

（％）

１．コメの購入についての意識 

（１）コメの価格上昇に「納得できない」の回答割合は 55.9％と過半数を占めたが、前回（25年４

月、以下同じ）調査に比べ 13.0ポイント低下 

・  最近のコメ（パックご飯や冷凍米飯など調理済製品を除く）の価格上昇についてどのように考えてい

るか尋ねたところ、図表１のとおり、「納得できない」（「納得できないが、やむを得ず受け入れている」

＋「納得できず、許容できない」）が 55.9％となり、前回調査に比べ 13.0ポイント低下した。 

 

 

図表１ コメの価格上昇に対する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.9% 

68.9% 
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55.8 

53.5 

49.7 

34.5 

18.4 

12.7 

11.6 

10.9 

6.1 

3.4 

0.7 

0.7 

55.3 

39.9 

37.0 

30.5 

24.8 

11.6 

10.0 

16.4 

5.5 

4.2 

0.3 

0 10 20 30 40 50 60

コメは主食として欠かせないから

コメの生産コスト（肥料、機械費用）が上昇しているから

物価全体が上昇しているから

コメの生産者が少なくなっているから

購入しなくてもコメを入手できるから

コメをおいしいと感じるから

現在のコメの価格を正当な価格と感じているから

コメの生産量が減っているから

コメの価格はまた落ち着くと思うから

その他

分からない

無回答

25年10月調査

（n=441）

25年４月調査

（n=435）

（％）

※複数回答につき、合計は100％に ならない

61.2

34.9

31.8

15.9

7.3

4.3

0 20 40 60 80

コメは主食であり、他に代替品がないから

値上げの理由が十分に理解できないから

価格の安いコメがもっと流通しても良いと思うから

価格に見合った品質向上が感じられないから

分からない、その他

無回答

（％）

（n=559）

※複数回答につき、合計は100％にならない

（２）コメの価格上昇に納得している理由は、「コメは主食として欠かせない」と「コメの生産コス

トが上昇しているから」がいずれも５割超 

・ コメの価格上昇について「納得している」（「影響はなく気にしていない」＋「納得して受け入れて

いる」）人にその理由を尋ねると、「コメは主食として欠かせないから」が 55.8％と最も多く、次い

で「コメの生産コスト（肥料、機械費用など）が上昇しているから」が 53.5％、「物価が上昇して

いるから」が 49.7％などとなった（図表２）。 前回調査と比べると、「コメの生産コストが上昇し

ているから」が 13.6ポイント、「物価全体が上昇しているから」が 12.7ポイント上昇した。 

・  一方で、コメの価格上昇が納得できない理由は、「コメは主食であり、ほかに代替品がないから」が

61.2％と最も多く、次いで「値上げの理由が十分に理解できないから」が 34.9％などとなった（図表

３）。 

図表２ コメの価格上昇について、納得して受け入れている理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３ コメの価格について、納得できない理由 
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（３）コメの主な入手先は、「スーパー」が 57.0％で最多、次いで「親戚・知人からの譲渡」が 22.9％ 

 コメの主な入手先については、図表４のとおり、全体では「スーパー」が 57.0％と最も多く、次

いで「親戚・知人からの譲渡（有償・無償問わない）」が 22.9％、「ドラッグストア」が 11.1％

などとなった。 

 

図表４ コメの主な入手先 

57.0

22.9

11.1

10.1

8.4

8.3

5.1

3.9

3.2

2.7

2.6

1.8

0.9

1.4

0.3

55.5

23.6

9.7

8.4

8.2

7.5

4.8

4.0

3.7

3.0

2.8

1.5

0.4

1.2

0 20 40 60 80

スーパー

親戚・知人からの譲渡（有償・無償問わない）

ドラッグストア

ホームセンター

生産者から直接購入（ECサイトでの購入を除く）

自分でコメを生産している

直売所

食材宅配・共同宅配

ふるさと納税

米穀専門店（店舗での購入）

小売店など生産者以外が運営するECサイト

生産者が運営するECサイト

コメを食べない

その他

無回答

2025年10月調査

(n=1,000)

2025年4月調査

(n=1,000)

※複数回答につき、合計は100％にならない

（％）
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（４）５㎏単位で適当と考える新米の価格は、「3,000円未満」が 33.4％で最多 

 ５㎏単位で適当と考える新米の価格ついては、図表５のとおり、「3,000円未満」が 33.4％と最

も多く、次いで「3,000円以上 3,500円未満」が 32.3％、「3,500円以上 4,000円未満」が 18.4％

などとなった。 

 

図表５ ５㎏単位で適当と考える新米の価格 

 

 

 

 

 

3,000円未満

33.4%

3,000円以上3,500円未満

32.3%

3,500円以上4,000円未満

18.4%

4,000円以上4,500円未

満

4.5%

4,500円以上5,000

円未満

3.0%

5,000円以上

0.6%

分から

ない

7.8%

（n=1,000）（n=1,000）
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（５）コメの購入に当たり重視していることは「価格」が 69.5％で最多、前回調査比では「価格」「精

米時期」がいずれも５ポイント以上上昇 

・ コメの購入に当たり重視していることを尋ねると、図表６のとおり、「価格」が 69.5％と最も

多く、次いで「産地が国内であること」が 39.3％、「銘柄」が 32.9％などとなった。 

・ 前回調査と比べ、「価格」は 5.6ポイント、「精米時期」は 5.5ポイントいずれも上昇する一方、

「自分の住んでいる地域で生産されていること」が 3.0ポイント、「銘柄」が 2.2ポイントそれ

ぞれ低下した。 

 

 

図表６ コメの購入に当たり重視していること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.5 

39.3 

32.9 

26.2 

23.4 

14.9 

9.9 

9.0 

8.4 

2.8 

1.6 

9.1 

63.9 

36.7 

35.1 

21.9 

17.9 

17.9 

9.0 

10.2 

9.0 

2.7 

2.1 

0.7

11.0 

0 20 40 60 80

価格

産地が国内であること

銘柄

収穫年

精米時期

自分の住んでいる地域で生産されていること

食味ランキング（特Aなど）

生産者が特定できること

産地が国内の特定の地域であること

栽培方法

その他

無回答

特にない

25年10月調査

（n=1,000）

25年4月調査

（n=1,000）

（％）

※複数回答につき、合計は100％にならない
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4.7

4.7

29.9

29.5

65.4

65.8

25年10月

n=1,000

25年４月

n=1,000

増やした 減らした 変わらない

（％）

（６）前年と比べた直近半年間のコメの購入量は、「変わらない」が 65.4％で最多 

・ 前年と比べた直近半年間のコメの購入量の変化は、図表７のとおり、「変わらない」が 65.4％と

最も多く、「減らした」が 29.9％、「増やした」が 4.7％となった。 

 

 

図表７ 前年と比べた直近半年間のコメの購入量の変化 
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（７）コメの代替食品は、「麺類（パスタ除く）」が 67.9％と最多 

・ コメの代替食品を尋ねたところ、図表８のとおり、「麺類（パスタ除く）」が 67.9％と最も多く、

次いで「パン」が 62.5％、パスタが 42.0％などとなった。 

・ 前回調査と比べると、「パン」が 5.3ポイント、麺類（パスタ除く）が 4.8ポイントいずれも低

下する一方、「大麦・雑穀類」が 5.7ポイント、「パスタ」が 2.9ポイントそれぞれ上昇した。 

 

図表８ コメの購入を減らした代わりになった食品（代替食品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.9 

62.5 

42.0 

12.6 

11.3 

6.8 

4.4 

7.5 

0.3 

72.7 

67.8 

39.1 

6.9 

10.4 

7.6 

1.7 

5.9 

0.3 

0 20 40 60 80

麺類（パスタ除く）

パン

パスタ

大麦・雑穀類

パックご飯

シリアル

その他

特にない

無回答

25年10月調査

（n=293）

25年４月調査

（n=289）

（％）

※複数回答につき、合計は100％にならない
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コメの価格に関わらず、購入量は変わらない

54.1 

51.9 

コメの価格に連動して、購入

量は変化する

24.6 

25.1 

コメの価格に連動して、購入

量を減らす

8.0 

7.0 

コメの価格に関わらず、購入

量を増やす

3.1 

2.8 

分からない

10.2 

13.2 

25年10月

(n=1,000)

25年４月

(n=1,000)

（％）

（８）今後のコメの購入意向は、「コメの価格に関わらず、購入量は変わらない」が過半数 

・ 今後のコメの購入意向は、図表９のとおり、「コメの価格に関わらず、購入量は変わらない」が

54.1％、「コメの価格に連動して、購入量は変化する」が 24.6％などとなった。 

 

 

図表９ 今後のコメの購入意向 
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23.3 

9.1 

8.6 

10.0 

7.9 

11.9 

9.3 

15.5 

14.4 

14.3 

12.1 

14.0 

11.6 

14.5 

9.6 

3.0 

4.7 

5.7 

55.8 

60.9 

67.5 

72.7 

75.2 

68.4 

20代

(n=43)

30代

(n=110)

40代

(n=209)

50代

(n=231)

60代

(n=214)

70代以上

(n=193)

旅行の予定がある 旅行をしたいが、予定はまだない 旅行をするか迷っている、検討中 旅行をする予定はない

（％）

２．年末年始の旅行の動向について 

（１）今年の年末年始に宿泊を伴う旅行意向のある人の回答割合は 23.8％ 

 今年の年末年始に宿泊を伴う旅行をする予定があるか尋ねると、図表 10 のとおり、「旅行をす

る予定はない」が 69.3％となった一方、「旅行の意向がある」（「旅行の予定がある」＋「旅行

をしたいが、予定はまだない」）は 23.8％となった。 

 図表 11のとおり、「旅行の意向がある」を年代別にみると、「20代」が 32.6％と最も多い一方、

「60代」が 20.0％と最も少なかった。 

 

図表 10 今年の年末年始の旅行の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 11 今年の年末年始の旅行の予定（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旅行の予定がある

10.1%

旅行をしたいが、

予定はまだない

13.7%

旅行をするか

迷っている、検

討中

6.9%
旅行をする予定はない

69.3%

（n=1,000）



11 

 

１泊

38.7%

２泊, 

25.6%

３泊

6.7%

４泊以上

5.9%

未定

52.1%

（n=238）

（２） 年末年始の宿泊を伴う旅行日程は、「１泊」が 38.7％ 

 今年の年末年始に旅行意向のある人に、年末年始の宿泊を伴う旅行日程を尋ねると、図表 12の

とおり、「１泊」が 38.7％と最も多く、次いで「２泊」が 25.6％、「３泊」が 6.7％、「４泊以

上」が 5.9％となった。 

 

図表 12 年末年始の宿泊を伴う旅行日程 
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36.1

25.2

14.3

13.0

6.3

4.2

4.2

3.8

2.9

2.9

2.1

1.3

2.5

21.8

0 10 20 30 40

長野県内

関東

東海

甲信越（長野県を除く）

北陸

東北

近畿

北海道

九州

沖縄

四国

中国

海外

未定

（％）

（n=238）

※複数回答につき、

合計は100％に

ならない

（３） 年末年始の旅行の行き先は、「長野県内」が 36.1％ 

 年末年始の旅行の行き先を尋ねると、図表 13のとおり、「長野県内」が 36.1％と最も多く、次

いで「関東」が 25.2％、「東海」が 14.3％などとなった。 

 

 

 

図表 13 年末年始の旅行の行き先 
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（４）年末年始の旅行で一緒に行く人については、夫婦のみが 29.8％と最多 

 年末年始の旅行を一緒に行く人について尋ねると、図表 14のとおり、「夫婦のみ」が 29.8％と

最も多く、次いで「１人」が 19.3％、「子供連れ（中学生まで）」が 18.9％などとなった。 

 

図表 14 年末年始の旅行で一緒に行く人 

 

29.8

19.3

18.9

15.5

12.6

7.1

2.1

1.3

8.0

0 10 20 30 40

夫婦のみ

１人

子供連れ（中学生まで）

その他の家族旅行（母娘など）

友人・知人・パートナー

３世代

職場・サークルなどの団体

その他

未定

（％）

（n=238）

※複数回答につき、

合計は100％に

ならない
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（５）年末年始に旅行する場合の１人当たりの予算は「10,000円以上 30,000円未満」が 39.1％と 

最多 

 年末年始に旅行する場合の１人当たりの予算について尋ねると、図表 15のとおり、「10,000円

以上 30,000 円未満」が 39.1％と最も多く、次いで「30,000 円以上 50,000 円未満」が 29.4％

などとなった。 

 

図表 15 年末年始に旅行する場合の１人当たりの予算 

10,000円未満

8.0%

10,000円以上

30,000円未満

39.1%

30,000円以上

50,000円未満

29.4%

50,000円以上

70,000円未満

6.7%

70,000円以上

100,000円未満

4.2%

100,000円以上

3.8%

予算は特に決め

ていない

10.5%

未定

27.3%

（n=238）
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（６）「旅行をする予定はない」理由は「年末年始は家でゆっくり過ごしたいから」が 54.4％で最

多、次いで「混雑する可能性があるから」が 36.5％ 

 旅行をしない人に理由を尋ねると、図表 16 のとおり、「年末年始は家でゆっくり過ごしたいか

ら」が 54.4％、「混雑する可能性があるから」が 36.5％、「時期的に旅行費用が高いから」が

30.0％などとなった。 

 

図表 16 旅行をする予定がない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.4

36.5

30.0

26.7

16.7

10.4

9.4

7.8

7.6

6.2

5.6

3.5

0 20 40 60

年末年始は家でゆっくり過ごしたいから

混雑する可能性があるから

時期的に旅行費用が高いから

家計に余裕がないから

休暇がとれないから

家を離れられない事情があるから

感染症が心配だから

自分の健康（体力）に不安があるから

行きたい場所がないから

一緒に旅行する人がいないから

その他

無回答

（％）

（n=693）

※複数回答につき、合計は100％にならない
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（７）今後１年間の旅行への支出意向は「前年並み」が 33.4％ 

・ 今後１年間の旅行への支出について、前年と比べた意向は、図表 17 のとおり、「分からない、

未定」が 42.4％と最多となった一方、「前年と同じくらいの支出にしたい」が 33.4％となった。 

 

図表 17 今後１年間の旅行への支出について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と同じくらい

の支出としたい

33.4%

増やしたい

13.7%
減らしたい

10.5%

分からない、

未定

42.4%

（n=1,000）
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（８）旅行先を選ぶ理由は、「観光・レジャー施設など行ってみたい場所があるから」が 33.9％と

最多 

 旅行先を選ぶ理由を尋ねると、図表 18 のとおり、「観光・レジャー施設など行ってみたい場所

があるから」が 33.9％と最も多く、次いで「旅行費用が手ごろだから」が 25.0％、「食べたい

ご当地グルメや名物料理がある」が 23.9％、「自然環境や景色が良いから」が 20.8％などとな

った。 

 

図表 18 旅行先を選ぶ理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 以 上 

33.9

25.0

23.9

20.8

15.1

13.0

9.3

5.4

4.4

3.8

3.0

2.8

1.8

4.9

34.1

0 10 20 30 40

観光・レジャー施設など行ってみたい場所があるから

旅行費用が手ごろだから

食べたいご当地グルメや名物料理がある

自然環境や景色が良いから

車や電車でのアクセスが良いから

泊まりたい宿泊施設があるから

行ってみたいイベントがあるから

その土地でショッピングをしたいから

住まいから近いから

混雑していなそうだから

帰省先だから

報道で話題になった場所だから

その他

不明

特にない

（％）

（n=1,000）

※複数回答につき、

合計は100％に

ならない


